
歳 入 解 説
（市税の主な内容）
◦�個人市民税は、個人所得の減少
見込み

◦�法人市民税は、市内企業の減益
見通しを踏まえた減収見込み

◦�固定資産税は、評価替年度に加
え、国の経済対策である中小事
業者等を対象とした一部の軽減
措置等の影響による減収見込み

（全体）
◦�市税収入等、厳しい収入見通し
の中、地方交付税の代替措置で
ある臨時財政対策債や事業推進
に必要な建設事業債の発行に伴
う市債残高の増嵩が課題

※金額は一般会計の歳出額
を令和3年2月末日現在の
人口343,976人で割り戻
した額
※表中の％は歳出全体に占め
る割合

これからも市の財政に
注目してね！

土木費
7.4%

道路、公園、公営住宅の管理などに

26,562円

公債費
8.5%

借りたお金の返済に

30,275円

衛生費
15.2%

ごみ、し尿の処理や健康推進などに

54,141円

教育費
8.7%

小中学校・幼稚園の管理運営や施設整備などに

31,151円

消防費
2.8%

消防や救急業務などに

10,026円
その他
1.8%

産業・観光の振興などに

6,412円

市民一人当たりの予算額357,319円は
こんなふうに使われます

総務費
10.3%

企画、市民協働、防災対策などに

36,805円

民生費
45.3%

高齢者、障害者、子ども・子育ての支援などに

161,947円

市債 12.8%

地方交付税 6.9%国庫支出金
20.4%

県支出金 7.5%

その他 2.3%

地方消費税交付金 5.0%

諸収入その他 1.3%
使用料及び手数料 2.7%
分担金及び負担金 0.8%

市税　40.3%

公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄附行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。
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ご
あ
い
さ
つ

令
和
令
和
33
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

歳 出 解 説
◦�少子高齢化の進展等に伴う
扶助費（社会保障関連経費）
が高い水準で推移
◦�投資的経費は、事業費が
ピークとなるごみ処理施設
の改築更新や学校施設の長
寿命化やトイレ改修、幹線道
路の整備などを措置
◦�臨時財政対策債の償還が増
加したことにより、公債費は
増加

一般会計歳入予算額

一般会計歳出予算額

自主財源

依存財源

人件費
18.7％

扶助費
29.8％

公債費
8.5％

物件費
12.4％

維持補修費 1.1％補助費等 4.6％
特別会計繰出金 10.0％

企業会計繰出金 1.5％
積立金 0.1％

普通建設事業費補助 10.3％

普通建設事業費
単独 2.8％

予備費 0.1％
災害復旧事業費 0.1％

投資的経費

一般行政経費

義務的経費

大津市の財政って
大丈夫なの？ 令和3（2021）年度各会計予算額

（対前年度6月補正後予算比）

※ 企業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計

一 般 会 計
1,229億900万円

（△19.7％）

特別会計（8会計）

721億5,745万9千円
（5.1％）

企業会計（3会計）

326億5,193万1千円
（△18.6％）

合　計
2,277億1,839万円 

（△13.0％）

総　額	 128,111,138,000円
市民一人当たり	 372,442円

令和3年度末
市債残高
見込額

大津市の
「借金」って

どれくらいあるのかな？

0

90,000

120,000

平
成
21
年

平
成
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年

平
成
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年

平
成
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年

平
成
25
年

平
成
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年

平
成
27
年

（百万円）

（見込み）（見込み）

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

（
年
度
）

令
和
3
年

令
和
元
年

令
和
２
年

一般会計の借入金（市債）
現在高の推移

　

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
の
ほ
ど
医
療
従
事
者
に
対

す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
に
対
す
る
優
先
的
な
接
種
が
行

え
る
よ
う
鋭
意
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
契
機
に
、
感
染
の
収
束
が
加
速
し
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
２
月
22
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
２
月
通
常
会
議
で
は
、

佐
藤
市
長
の
も
と
で
初
め
て
の
通
年
予
算
と
な
る
令
和
３
年
度

予
算
案
な
ど
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
夢
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
津
」
の
実
現
に
向
け
、
本
市
総
合

計
画
・
第
２
期
実
行
計
画
に
掲
げ
る
施
策
の
推
進
を
方
針
と
し

て
編
成
さ
れ
た
今
回
の
当
初
予
算
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
加
え
、
実
行
計
画
を
先
導
し
、
横
断
的
・
相

乗
的
に
推
進
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
両
輪

と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
か
ら
我
が
会
派
が
継
続
し
て
要
望
し

て
お
り
ま
し
た
中
消
防
署
施
設
整
備
事
業
、
皇
子
山
総
合
運
動

公
園
野
球
場
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
改
修
工
事
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
と
い
っ
た
投
資
的
経
費
に
加
え
て
、
市
民
生
活
に
直
結
す

る
社
会
保
障
や
教
育
環
境
の
充
実
に
伴
う
経
費
も
一
定
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

湖
誠
会
で
は
、
引
き
続
き
逼
迫
す
る
医
療
体
制
の
拡
充
と
停

滞
す
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
が
一
日
も
早
い
「
新
た
な

日
常
」
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
、
市
執
行
部
と

連
携
の
上
、
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、湖
誠
会
な
ら

び
に
会
派
所
属
議
員
に
対

し
ま
し
て
、さ
ら
な
る
ご
指

導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

○�

令
和
3
年
度
当
初
予
算
が
市
議
会
2
月
通
常
会
議
に
お
い
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
当
初
予
算
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
が
未
だ
見
通
せ
な
い
中
で
、引
き
続
き
優
先
的
に「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
感
染
防

止
対
策
の
継
続
や
医
療
提
供
体
制
の
確
保
、「
新
た
な
日
常
」に

対
応
し
た
取
組
な
ど
の
実
施
経
費
と
と
も
に
、
大
津
市
総
合
計

画
第
2
期
実
行
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
計
画
に
掲
げ
た
「
夢

が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
津
」の
実
現
に
向
け
た
各
種
施
策
の
推
進
経

費
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

前
列
右
よ
り

川
口　

正
徳
議
員

竹
内　

照
夫
議
員

竹
内　

基
二
議
員

草
野　

聖
地
議
員

後
列
右
よ
り

近
藤　

眞
弘
議
員

仲
野　

弘
子
議
員

寺
田　

英
幸
議
員

幹
事
長　

竹
内
　
照
夫

　
令
和
3
年
度
予
算
は
、引
き
続
き「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
」を
優
先
と
し
た
、市
民
が
安
心
で
安
全
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た
効
果
的

な
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
前
例
の
な
い
社
会
情
勢
で
は
あ

り
ま
す
が
、適
切
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
行
財
政
改
革

の
推
進
が
両
立
で
き
る
よ
う
、働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　
感
染
拡
大
防
止
と
医
療
提
供
体
制
の
確
保

●
市
立
大
津
市
民
病
院
に
お
け
る
感
染
症
医
療
の

　
　
充
実・強
化
��
�
�
�
�
�
1
億
9
，8
8
7
万
円

●
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
清
掃
・
消
毒
業
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
�
�
�
�
5
，2
4
0
万
円

子
育
て
、
教
育

●
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
�3
億
7
，0
2
7
万
円

●
民
間
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
助
成
��
2
億　

 　
9
4
万
円

●
子
ど
も
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
�
�
2
億
5
，1
5
3
万
円

●
学
校
施
設
の
長
寿
命
化
、ト
イ
レ
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
�
�
3
億
8
，5
4
0
万
円

高
齢
者
、
健
康

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム・地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の

　
　
整
備
補
助
��
�
�
�
�
�
�
3
億
3
，5
1
6
万
円

●
各
種
が
ん
検
診
事
業
の
推
進
��
2
億
8
，9
7
1
万
円

都
市
基
盤
整
備

●
道
路
整
備（
地
域
幹
線
道
路
、都
市
計
画
道
路
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
��
�
�
15
億
7
，8
1
3
万
円

●
中
消
防
署
の
施
設
整
備
��
�
�
4
億
3
，0
6
0
万
円

●
ご
み
処
理
施
設
の
整
備（
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
・

　
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）�
�
93
億
6
，0
5
2
万
円

主
な
事
業
内
容
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自
治
会
加
入
率
の
低
下
等
に
よ
る
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
の
希
薄
化
が
進
展
す
る
中
、災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

促
進
す
る
う
え
で
、ま
さ
に
地
域
の
拠
点
と
な
る
市
民

セ
ン
タ
ー
を
各
学
区
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、極
め

て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
が
、市
長
の
見
解
は
。

　

市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民
に
とって
最
も
身

近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
と
し
て
利
用
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点
と

し
て
、
ま
た
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
地
域
防
災
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し

て
い
る
。
今
後
も
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
、
ま
た
、
暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
た
地
域
の
行
政

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
って
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
維
持
継
続
し
て
い
く
。

　

学
校
の
ト
イ
レ
改
修
、洋
式
化
に
つ
い
て
は
、

単
独
事
業
と
し
て
の
整
備
ス
ケ
ジュー
ル
を
早

期
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
取

組
み
状
況
と
今
後
の
整
備
予
定
を
伺
う
。
ま
た
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
も
取
組
み
状
況
と
今
後

の
取
組
み
ス
ケ
ジュー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　

長
寿
命
化
改
良
事
業
に
お
い
て
、
ト
イ
レ

を
含
め
た
学
校
施
設
全
体
の
改
修
を
行
って
い

る
が
、
事
業
の
実
施
に
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
。

財
源
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
ト
イ
レ
整
備
に
特
化
し

た
改
修
工
事
と
し
て
、
便
器
の
全
面
洋
式
化
及
び
床

の
乾
式
化
、
給
排
水
設
備
の
更
新
等
を
計
画
的
に
行

う
。
ま
た
、
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の

児
童
生
徒
用
の
タ
ブ
レッ
ト
の
整
備
、
高
速
大
容
量
の

校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
等
を
本
年
２
月
末
に
完
了
し
た
。

今
年
度
内
に
策
定
予
定
の
計
画
を
基
に
、
整
備
し
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
効
果
的
に
授
業
で
活
用
し
、
児
童
生

徒
の
学
び
の
充
実
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
る
。

　

中
小
事
業
者
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
国
の
支
援
制
度
も
活
用
し
な
が
ら
、

市
民
の
暮
ら
し
と
雇
用
を
守
る
施
策
、
ま
た
小
規
模

事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
振
興
計
画
を

見
直
し
、
実
効
的
か
つ
持
続
的
な
支
援
策
の
創
設
に

取
り
組
ま
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
今
後
の

中
小
企
業
者
支
援
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

　

本
市
独
自
の
支
援
策
と
し
て
実
施
し
た
小

規
模
事
業
者
応
援
給
付
金
は
、
市
内
小
規
模

事
業
者
の
半
数
を
超
え
る
5
，0
6
8
事
業
者
に
対
し

て
総
額
で
13
億
３
千
万
円
余
り
を
給
付
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
併
せ
て
国
や
県
の
新
た
な
補
助
金
や
支
援

金
の
制
度
に
つ
い
て
周
知
を
図
って
い
く
。
ま
た
、
令

和
３
年
度
中
を
目
途
に
地
域
産
業
や
中
小
企
業
振
興

に
関
す
る
施
策
の
見
直
し
を
行
い
、
市
民
や
事
業
者

の
皆
様
と
共
有
で
き
る
条
例
の
制
定
や
ビ
ジ
ョン
の
策

定
の
取
組
み
を
進
め
る
。

　

大
戸
川
ダ
ム
の
整
備
に
向
け
、
最
大
限
の

要
望
活
動
を
継
続
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
長
の
見
解
は
。

　

市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
国
や
県
に
要
望

に
赴
き
、
大
戸
川
ダ
ム
の
建
設
着
手
を
見
据

え
た
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
の
変
更
手
続
き
の
推

進
を
強
く
求
め
て
き
た
。
こ
の
ほ
ど
関
係
全
府
県
で

確
認
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
大
戸
川
ダ
ム
を
整
備

す
る
と
明
記
さ
れ
た
計
画
の
変
更
原
案
が
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
、
近
隣
自
治
体
と
の
連
携

協
力
の
も
と
、
大
戸
川
ダ
ム
の
早
期
建
設
に
向
け
て
、

国
、
県
に
対
す
る
要
望
活
動
を
進
め
、
大
戸
川
流
域
市
民
の

安
心
、
安
全
の
確
保
に
傾
注
す
る
。

　

令
和
元
年
度
の
改
革
実
行
プ
ラ
ン
に
お
け
る
取
り

組
み
成
果
や
、
令
和
２
年
度
に
お
け
る
主
要
事
業
の

取
り
組
み
を
振
り
返
った
と
き
、
明
ら
か
に
なった
課
題
や
問

題
点
に
つ
い
て
、
新
年
度
予
算
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
。

　
ま
た
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
的
・
効
果
的

な
推
進
に
向
け
、
各
分
野
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
図
り
、

ど
の
よ
う
な
庁
内
体
制
で
臨
ま
れ
る
考
え
な
の
か
伺
う
。

　

本
プ
ラ
ン
の
重
点
項
目
の
一
つ
で
あ
る
「
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
」
に
お
い
て
、
市
民
セ
ン
タ
ー

や
学
校
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
の
維
持
管
理
経
費
や
、
空
調

設
備
更
新
な
ど
に
お
け
る
予
防
保
全
的
な
措
置
も
可
能
な

限
り
取
り
入
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
国
県
補
助
金
等
の

財
源
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
適
切
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
と
行
財
政
改
革
の
推
進
が
両
立
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジェ
ク
ト
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

優
先
的
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
社
会
情
勢
を
見
据
え

優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、
各

施
策
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

連
携
や
ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視
し

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
部

局
横
断
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制

を
設
け
る
な
ど
に
よ
り
、
取
組

を
進
め
て
い
く
。

●
市
長
就
任
後
一
年
間
の
振
り
返
り
と
成
果
に
つ
い
て

●
中
小
企
業
者
支
援
に
つ
い
て

●
大
戸
川
ダ
ム
の
整
備
に
つ
い
て

●
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

会
派
代
表
質
問�

湖
誠
会 

竹
内
照
夫
幹
事
長

質問項目

２月通常会議一般質問

仲
野 

弘
子 

議
員

 

市
営
住
宅
の
住
み
替
え
促
進
策
の
具
体
的
な

 

進
め
方
に
つ
い
て

　
市
営
住
宅
の
管
理
戸
数
の
縮
減
に
向
け
た
用
途
廃
止

の
た
め
、
入
居
者
に
対
し
、
周
辺
に
立
地
す
る
民
間
賃

貸
住
宅
へ
の
住
み
替
え
も
選
択
肢
と
し
て
提
示
す
る
ほ

か
、
民
間
賃
貸
住
宅
に
対
す
る
家
賃
補
助
を
併
用
し
な

が
ら
住
み
替
え
に
伴
う
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る

な
ど
、
き
め
細
か
い
住
み
替
え
促
進
策
を
実
施
す
る
と

し
て
い
る
が
、具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

住
み
替
え
先
は
市
営
住
宅
を
原
則
と
し
て
い

る
が
、建
物
の
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
中
央
団
地

は
、住
民
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、早
急
な
移
転
の
必

要
が
あ
り
、民
間
賃
貸
住
宅
も
住
み
替
え
先
と
し
て
提

示
で
き
る
よ
う
家
賃
補
助
制
度
を
創
設
す
べ
く
、必
要
経

費
を
令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

寺
田 

英
幸 

議
員

 

水
道
事
業
に
お
け
る
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
の

 

拡
充
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、こ
れ
ま
で
か
ら
企
業
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー

の
開
設
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
各
種
申
請
サ
ー

ビ
ス
を
積
極
的
に
採
用
し
、
料
金
収
納
サ
ー
ビ
ス
の
多

様
化
に
努
め
ら
れ
て
い
る
が
、
お
客
様
の
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
の
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
検
討
し
て
い
く
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

　

近
年
の
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
進
展
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴
い
、口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
支
払
申
込
に
つ
い
て
、紙
媒
体
に
加
え
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
付
を
開
始
予
定
で
あ
り
、ま
た
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
申
し
込
み
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン・パ
ソ
コ
ン
で
水
道
等
の
使
用
料
や
料
金
等
が
閲

覧
で
き
る
ア
プ
リ
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

川
口 

正
徳 

議
員

 

ゴ
ミ
集
積
場
所
か
ら
の
資
源
物
等
の

 

持
ち
去
り
事
案
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
「
大
津
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
再
利
用
の
促
進
並
び

に
環
境
の
美
化
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、市
民
協
力

の
も
と
で
パ
ト
ロ
ー
ル
や
事
業
者
指
導
を
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、持
ち
去
り
行
為
が
無
く
な
ら
な
い
と
仄
聞
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、本
市
で
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
の
か
、見
解
を
伺
う
。

　

現
在
は
、市
民
の
皆
様
か
ら
の
目
撃
情
報
と

い
っ
た
情
報
提
供
を
も
と
に
、職
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、警
察
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、指
導

に
向
か
っ
た
事
案
も
あ
り
、今
年
度
は
４
件
の
行
為
者
へ

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、よ
り
効
果
的
な
指
導
が
行
え
る
よ

う
、警
察
と
の
連
携
強
化
も
検
討
し
て
い
く
。

質
問
、
答
弁
は
一
部
抜
粋
で
す
。
詳
し
く
は
大
津
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 竹内 照夫幹事長・代表質問


